
 

 

 

 

 

 

 

 

校長  田山 満則 

早いもので、令和３年（2021年）が終わり、新しい年を迎えようとしています。 

毎日の授業を大切にしながら、本校生徒は何事にも一生懸命に取り組み、着実に「生きる力」を

身に付けています。 

私は、終業式で、全校生徒に「感謝」と「継続」について次のメッセージを伝えました。 

 

 コロナ禍の中、様々な教育活動ができたのは、学校内外の多くの方の支えがあったおか

げです。そのことに気付き、感謝する心をもつことが大切です。感謝できる人は考え方が

前向きになり、主体的な行動ができるようになります。 

そして、マラソンクリニック講師の中村克敏さんのマラソンへの挑戦に触れ、４０年前の

私の中学時代のことを交えながら「継続は力なり」という話をしました。 

 

最後に、変化の激しい社会を「生き抜く力」を備えるためにも、来年の寅年も、さらに努力してほ

しいと締めくくりました。 

 

 

 

カリッド先生は、本年４月、国際交流支援員（ALT）として、初めて本校に着任しました。 

日本食が大好きで、外国語の授業はもちろん、部活動や環境整備の作業など、多くの貢献活動

をしてくださいました。 

これまで、家族を福岡県に残し、単身赴任していましたが、地元で IT関連の仕事に就くことにな

り、錦中学校とお別れすることになりました。今後のご活躍をお祈りしています。 
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令和３年(2021年)１２月２４日（金） 

https://www.edu.city.iwakuni.yamaguchi.jp/site/nishiki-j/ 

岩国市立錦中学校だより 
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